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要旨 
 
 本研究は，国語教科書を使用して日本語教育を行っているブラジル国・サンパウロ市の

O 学院・S 学園において，授業の参与観察，生徒・保護者・教師へのインタビュー調査に

基づくものである。調査結果から，O 学院・S 学園の保護者や教師は，子どもたちが使用

する教科書として国語教科書が適していると考えていることが分かった。そのため，稿者

は今後の教育への提案として O 学院・S 学園ではこれからも国語教科書を中心とした日本

語教育が必要だと考え，新しい指導方法である「国語教科書を使用したテーマ学習」をま

とめた。 
「ブラジルで日本語を教えるのにどうして日本の国語教科書を使用するのか。」これは，

大学 3 年次に経験した 1 カ月間のブラジルでの日本語教育実習から生まれた疑問である。

実習を進めていく中で国語教科書使用には移民の歴史や教師の教育観が深く関わっている

ことに気付いた。また，実習中に他の学校の日本語教師に会った時も，「まだ国語教科書を

使っているなんてめずらしい学校ですね。」，「あそこの学校の先生ははっきりとした考え方

をお持ちだから。」などと，学校や教師の特殊性が指摘された。このような出来事が国語教

科書使用による日本語教育に興味を抱くきっかけとなり，本研究を志した。 
本研究の目的は(1)国語教科書使用に対する教師の意識や教育観を明らかにすること，(2)

国語教科書を使用して日本語を学んでいる子どもたち，またその保護者の意識を明らかに

することである。(1)，(2)を明らかにするために，調査としては，授業の参与観察，インタ

ビューを採用した。(1)，(2)を分析した結果から(3)国語教科書使用が子どもたちに与える

影響を明らかにし，国語教科書による新しい指導方法を探ることにした。 
 参与観察は主に教師 BTF1 の担当する授業に参加した。インタビュー調査では，生徒 2
名，保護者 2 名，教師 1 名に協力を得ることができた。生徒は O 学院で学んでいる BSF1，
O 学院を卒業し S 学園で学んでいる BSM2 の 2 人，保護者は子どもが O 学院を卒業し，S
学園で継続して学んでいる BPF1，BPF2，教師は S 学園園長であり，O 学院理事の BTF1
の各氏である。 
 調査対象校は O 学院・S 学園である。O 学院は学校教育機関であるが，S 学園は学校教

育機関ではない。日本語科の教師は共通している。この学校の日本語の授業は教師 BTF1
が中心に行っている。提携校である東京都の総合学園の創始者，小原國芳が提唱した全人

教育を O 学院・S 学園の教育理念としている。 
 参与観察の結果では，個別学習に近い複式授業を行っていることが明らかになった。ま

た，「BTF1 のお話」，子どもたちのやる気を引き出すための「シール・ご褒美」，計画表に

書かれている項目を終えた後にする「確認作業」を授業の特徴として挙げた。参与観察か

らみえた課題は，(1)計画表に代わる指導方法，(2)会話能力の育成の 2 点だと考えられる。 
 インタビューの結果として，生徒間では，①日本語を勉強する場所は学校に限られてい

ること，②言語学習は保護者からの影響を受けていること，③SNS を活用していること，

以上 3 点が共通していることが分かった。また，保護者間では，①国語教科書を日本語の

授業に使用して欲しいと考えていること，②子どもを全日制の学校に通学させたいと考え

ていること，③日本の童話やポップカルチャーに触れて欲しいと考えていること，④異文
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化に触れて欲しいと考えていること，⑤学校行事に積極的に参加していること，⑥学校を

選ぶ際に，日本語の授業があるところを希望したこと，以上 6 点が共通していることが分

かった。さらに教師は，教育観・教科書観・授業に対する意識・言葉に対する意識・子ど

もに対する意識・その他の考えを持ち合わせていることが分かった。 
 調査結果から，O 学院・S 学園の日本語授業で必要なことは，①教師が計画を管理する

こと，②国語教科書を使用したテーマ学習を行うこと，③インターネットや SNS を利用

すること，④異能力混在型のグループを設定すること，⑤授業内でポルトガル語使用を禁

止しないことの以上 5 点である。 
 結果を受け，新しい指導方法として，国語教科書を使用したテーマ学習を提案した。こ

の指導方法を取り入れるために，日本の小学生に対して行われている「総合的な学習の時

間」を参考にした。また，学習経験を重視するべきだと考え，生徒自身の経験を生かした

ものをテーマとして設定した。さらに，グループ学習をすることによって，協働学習の効

果を期待できると考える。評価として，ポートフォリオ評価を取り入れ，そのために必要

とされる教師の「評価規準」と「評価基準」を設定した(佐藤ほか，2002)。ポートフォリ

オを用いることによって，子どもたち，保護者，教師が到達目標に向かっていく過程を目

に見える形で共有し，子どもたちの学びを支えられるのではないかと考える。 
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